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Ⅰ 

問１.ア：配偶子 イ：接合  ウ：接合子  エ：4  オ：核相  カ：複相 

キ：単相  ク：対合  ケ：二価染色体  コ：乗換え  サ：キアズマ 

問 2. a：一 b：終 

問 3. 4 

問 4.  分裂，出芽，栄養生殖 

問 5（1）1：1：1：1  （2）9：3：3：1 （3）（ⅰ）20％ （ⅱ）66：9：9：16 

 

Ⅱ 

問１.ア：腱  イ：アセチルコリン  ウ：ナトリウム  エ：T 管   

オ：カルシウム  カ：トロポニン  キ：トロポミオシン  ク：ミオシン頭部

ケ：クレアチン  コ：クレアチンリン酸  サ：グリコーゲン  シ：乳酸 

ス：FADH2  セ：電子伝達系  ソ：酸化的リン酸化 タ：クレアチニン 

問 2. シュワン細胞 

問 3. ランビエ絞輪 

問 4.   

      
 

            サルコメア     暗帯  明帯 

解  答 
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問 5.  筋収縮が起こっても，ミオシンフィラメントの長さは変化しないが，サルコメア

の長さは短くなる。（45） 

問 6. クレアチニンは腎小体でろ過されるが，細尿管で再吸収されにくいため，尿で高

濃度に濃縮される。（45） 

 

Ⅲ 

問１.ア：視床下部  イ：脳下垂体後葉  ウ：集合管  エ：原尿   

オ：アクアポリン  カ：抗利尿  キ：プロモーター  ク：基本転写   

ケ：RNA ポリメラーゼ  コ：ベクター  

問 2. 水の再吸収を促進する。（11） 

問 3. （1）ホモ サピエンス（Homo sapiens） 

（2）ホモ エレクトス，ホモ ネアンデルターレンシス(ネアンデルタール人)など 

問 4.  種 A 雄は種 B 雄よりも長い期間雌と寄り添っており，さらにパートナーの雌と過

ごす時間の割合も種 A 雄は高くなっている。（56） 

問 5. メチオニンーセリンーフェニルアラニン 

問 6. ｍRNA の分解を防ぐ。（10） 

問 7. （1）転写調節領域  （2）シグナル配列  （3）構造遺伝子 

 

 

Ⅰ 

問 5 （3）本来はショウジョウバエの雄では乗換えは起こらないが，本問では雌と同様

に乗換えが起こるものとして考える。 

Ⅱ 

問 6 筋肉中のクレアチンは，代謝されてクレアチニンとなって腎臓から排出される。

再吸収されにくいため，イヌリンのように濃縮されて排出される。 

Ⅲ 

問 1 バソプレシンの作用で尿量が減少するため，バソプレシンは抗利尿ホルモンも呼

ばれる。 

問２ ヒト（Homo sapiens）と同じホモ属の生物は現存していない。絶滅した化石人類

から選ぶことになる。 

問 3 雌と寄り添う時間：３時間のなかで種 A 雄 84 分，種 B 雄 29 分。その中でパート

ナーの雌と過ごす時間の割合：種 A 雄 73％，種 B 雄 58％となっている。 

解  説 


